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2021 年 9 月 15 日現在

Ｌ・フォイエルバッハ日本語文献目録
柴田隆行、編

凡 例

１．この文献目録は、哲学者ルートヴィヒ・フォイエルバッハに関して、日本で日本語

によって紹介された文献を収集記録したものである。

２．文献は、Ａ、フォイエルバッハ自身の著作の日本語訳と、Ｂ、フォイエルバッハに

関する研究文献とに大別され、後者はさらに、（１）著作全体が主としてフォイエルバッハ

に関して著述されている場合と、（２）フォイエルバッハに関する研究をその一部として含

む場合、そして（３）主に雑誌に掲載された、フォイエルバッハに関する研究論文とに分

けられている。このうち、Ｂ（２）については、仮のものでしかない。また、たとえばマ

ルクスやエンゲルスの著作は多くの邦訳文献があり、ここに挙げたものはその一部でしか

ない。

３．各文献の項目は、Ａについては、書名・訳者名・刊行年・発行元の順に記載され、

Ｂの（１）（２）については、著者名・（訳者名）・書名・刊行年・発行元の順に、Ｂ（３）

については、著者名・（訳者名）・論文名・発表年・掲載誌（書）名・巻数（号数）・掲載頁

の順に記載されている。各グループの中の配列は発表年月順とし、同年月の場合は五十音

順とした。

４．本目録は未だ不完全なものであり、誤記や遺漏が多々あるかと思われる。とくに古

い文献や大学の紀要などに発表された文献についてはかなり不十分だと予想している。多

少ともお気づきの点があれば、編者までご連絡いただければ幸いです。

５．フォイエルバッハの会会員石川實氏より多くの貴重な情報を戴いて目録を補充した。

記して一言感謝申し上げたい。

Ａ フォイエルバッハの著作の日本語訳

「道義学之原理」 久松定弘訳 , 1887, 博聞社 .

「哲学の改革に関する問題」 恒藤恭訳 , 1921, プレハーノフ『マルクス主義の根本命題』

岩波書店 , 所収

「哲学の改革に関するテーゼ」 恒籐恭訳 , 1923, 同志社論叢『マルクス主義の根本問題』

巻末

「哲学の始点」 恒藤恭訳 , 1927, 『大調和』６月号

「ヘーゲル哲学の批判」 恒藤恭訳 , 1927.6-8, 『我等』６月号

『身体と霊魂 , 肉体と精神の二元論に抗して』 川村三男他訳 , 1928（河上肇編纂『マル

キシズム叢書』 (15)）

『基督教の本質』 木暮浪夫訳 , 1929, 共生閣（フォイエルバッハ著作集 , 第１巻）

『基督の本質 補遺』 木暮浪夫訳 , 1929, 共生閣（フォイエルバッハ著作集 , 第４巻）

『将来哲学の根本命題』 岡村幸二訳 , 1929, 白揚社
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『将来の哲学の根本命題 , 他２』 植村晋六訳 , 1930, 岩波書店（岩波文庫）

『宗教の本質』 田村実訳 , 1930, 白楊社

『全訳 宗教の本質』 平山哲二訳 , 1931, 春陽堂

『宗教の本質』 奥一雄訳 , 1931, 共生閣（フォイエルバッハ著作集 , 第２巻）

『唯心論と唯物論』 関松悦郎・国互一訳 , 1931, 共生閣（フォイエルバッハ著作集 , 第

３巻）

『ヘーゲル哲学の批判』 牧野英二訳 , 1931, 共生閣（フォイエルバッハ著作集 , 第５巻）

『キリスト教の本質』 桑田悟郎 , 1932, 改造社（改造文庫）

『キリスト教の本質』 木暮浪夫訳 , 1933, 南天堂出版部

『ヘーゲル哲学の批判』 佐野文夫訳 , 1933, 岩波書店（岩波文庫）

『近世哲学史（上）』 松本義雄訳 , 1934, 政経書院

『宗教の本質』 高松隆訳 , 1937, 大都書房

『キリスト教の本質』上下 船山信一訳 , 1937, 岩波書店（岩波文庫）

『将来の哲学の原理』 樫山欽四郎訳 , 1947, 小石川書房

『キリスト教の本質』 中桐大有訳 , 1947, 全国書房

『死と不死について』 猪木正道訳 , 1948, 鬼怒書房

「宗教の根拠としての「依存感」」 暉峻凌三訳 , 1948, 『知と行』5(6), p11-16

『フォイエルバッハ選集』1-2 中桐大有 , 他訳 , 1948-49, 明窗書房

『唯心論と唯物論』 船山信一訳 , 1949, 小石川書房

『小論と箴言』 栗林茂訳 , 1950, 北隆館

『宗教の本質』上下 暉峻凌三訳 , 1953, 創元社 (創元文庫 )

『唯心論と唯物論』 桝田啓三郎訳 , 1953, 創元社（創元文庫）

『キリスト教の本質』 出隆訳 , 1954, 河出書房 (世界大思想全集 )

『近世哲学史』上下 真下信一訳 , 1955, 河出書房（河出文庫）

『唯心論と唯物論』 桝田啓三郎訳 , 1962, 角川書店（角川文庫）

『死と不死について』 伊藤武雄訳 , 1963, 筑摩書房 (世界人生論全集 )

『キリスト教の本質』 出隆・大橋精夫訳 , 1964, 河出書房新社（世界思想教養全集・実

証の思想）

『唯心論と唯物論』 船山信一訳 , 1965, 岩波書店 (岩波文庫 )

『改訳 キリスト教の本質』上下 船山信一訳 , 1965, 岩波書店（岩波文庫）

『将来の哲学の根本命題』 松村一人・和田楽訳 , 1967, 岩波書店（岩波文庫）

『フォイエルバッハ選集』全３巻 篠田一人・中桐大有・田中英三編訳 , 1968-70, 法律

文化社

『作家と人間』 桝田啓三郎訳 , 1971, 勁草書房

『フォイエルバッハ全集』全 18 巻 船山信一訳 , 1973-76, 福村出版

「フォイエルバッハの伝記的遺文に対する序言 (1852)」 西村克彦訳 , 1988.11, 『警察研

究』59(11) p70-75

「フォイエルバッハ家の人たち」 西村克彦・川島健治訳 , 1989.6, 『警察研究』60(6)

p60-70

「理性論」 半田秀男訳 , 1999.11, 半田秀男『理性と認識衝動』下 , 溪水社
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Ｂ フォイエルバッハに関する研究文献

（１）フォイエルバッハに関する研究書

ヨードル（北村圭之介訳）『唯物論者フォイエルバッハ』 1928, 叢文閣

デボーリン（永田広志訳）『フォイエルバッハと其の哲学』 1929, 白揚社

伊達四郎『フォイエルバッハ』 1939, 弘文堂（西哲叢書）

Gino K.Piovesana『フォイエルバッハとマルクス主義の無神論』 1954, 中央出版

城塚 登『フォイエルバッハ』 1958, 勁草書房（思想学説全書）

エンゲルス（松村一人訳）『フォイエルバッハ論』 1960, 岩波書店（岩波文庫）

バルト（井上良雄訳）「ルートヴィッヒ・フォイエルバッハ」 1963, 河出書房新社（世

界思想教養全集）

ヴィルヘルム・ボーリン（斉藤信治・桑山政道訳）『フォイエルバッハ』 1971, 福村出

版

シュッフェンハウエル（桑山政道訳）『フォイエルバッハと若きマルクス』 1973, 福村

出版

カメンカ（足立幸男訳）『フォイエルバッハの哲学』 1978, 紀伊国屋書店

桑山政道『フォイエルバッハの思想』 1981?, 私家版

ブラウン（桑山政道訳）『フォイエルバッハの人間論』 1981, 私家版

ラヴィドヴィッツ（桑山政道訳）『フォイエルバッハとヘーゲル』 1981, 私家版

宇都宮芳明『フォイエルバッハ 人と思想』 1983, 清水書院

ラヴィドヴィッツ（桑山政道訳）『ルードヴィヒ・フォイエルバッハの哲学 起源と運

命』上下 1983-1992, 新地書房

ブラウン（桑山政道訳）『フォイエルバッハの人間論』 1984, 新地書房

ショット（桑山政道訳）『若きフォイエルバッハの発展』 1985, 新地書房

ビーダーマン（尼寺義弘訳）『フォイエルバッハ 思想と生涯』 1988, 花伝社

ブラウン（桑山政道訳）『フォイエルバッハの宗教哲学 宗教的なものの批判と容認』

1988, 新地書房

谷口孝夫『人間社会の哲学 フォイエルバッハとマルクス』 1990, 批評社

藤巻和夫『フォイエルバッハと感性の哲学』 1990, 高文堂

Ｈ‐Ｈ・ブラントホルスト（桑山政道訳）『ルターの継承と市民的解放 フォイエルバッ

ハとドイツ三月革命前期の研究』 1991, 新地書房

ヨードル（暉峻凌三訳）『ルートヴィヒ・フォイエルバッハ』 1993, 柴田隆行

安田忠郎『人間観の基底 マルクスからフォイエルバッハへ』 1994, ＪＣＡ出版

石塚正英・河上睦子・柴田隆行編『神の再読・自然の再読 いまなぜフォイエルバッハ

か』 1995, 理想社

河上陸子『フォイエルバッハと現代』 1997, 御茶の水書房

半田秀男『理性と認識衝動 初期フォイエルバッハ研究』 上下 1999, 溪水社

柴田隆行『フォイエルバッハは哲学史の再構築に寄与しうるか』 2003.02, 日本学術振

興会科学研究費基盤研究 (C)(2)研究成果報告書 , 53 p.

フォイエルバッハの会編『フォイエルバッハ 自然・他者・歴史』 2004.03, 理想社
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河上睦子『宗教批判と身体論――フォイエルバッハ中・後期思想の研究』 2008.10, 御

茶の水書房

川本隆『初期フォイエルバッハの理性と神秘』 2017.1、知泉書館

石塚正英『フォイエルバッハの社会哲学―他我論を基軸に―』 2020.1、社会評論社

柴田隆行『連帯するエゴイズム いまなおフォイエルバッハ』 2020.2、こぶし書房

辻 泰彦『恐慌と戦争 経済哲学の誕生』 2021.4、新潮社図書編集室

（２）フォイエルバッハ研究を含む著書

スティルネル（草間平作訳）『唯一者とその所有』上下 1929, 岩波書店（岩波文庫）

和辻哲郎『人間の学としての倫理学』 1934, 岩波書店（岩波全書）

ケラー（伊藤武雄訳）『緑のハインリヒ』全４冊 1939-41, 岩波書店（岩波文庫）

レーヴィット（柴田治三郎訳）『ヘーゲルからニーチェへ』Ⅰ・Ⅱ 1952-53, 岩波書店

エンゲルス（村田陽一訳）『革命と反革命』 1953, 大月書店（国民文庫）

マルクス・エンゲルス（古在由重訳）『ドイツ・イデオロギー』 1956, 岩波書店（岩波

文庫）

レーニン（松村一人訳）『哲学ノート ２』 1956, 岩波書店（岩波文庫）

梅本克己『人間論 マルクス主義における人間の問題』 1961, 三一書房

ブーバー（児島洋訳）『人間とは何か』 1961, 理想社

マルクーゼ（桝田他訳）『理性と革命』 1961, 岩波書店

ラートブルフ（菊地栄一・小堀桂一郎訳）『人と思想（著作集第９巻）』 1964, 東京大

学出版会

河野健二 , 編『思想の歴史 ９ マルクスと社会主義者』 1965, 平凡社

良知 力『ドイツ社会思想史研究』 1966, 未来社

レーヴィット（柴田治三郎・脇圭平・安藤英治訳）『ウェーバーとマルクス』 1966, 未

来社

山本晴義『社会倫理思想史』 1967, 盛田書店

レーヴィット（佐々木一義訳）『人間存在の倫理』 1967, 理想社

大井 正『唯物史観の形成過程』 1968, 未来社

城塚 登『若きマルクスの思想』 1970, 勁草書房

伊達四郎『別離の論理 伊達四郎遺稿集』 1970, 誠信書房

船山信一『人間学的唯物論の立場と体系』 1971, 未来社

城塚 登『新人間主義の哲学 疎外の克服は可能か』 1972, 日本放送出版協会

本田喜代治・江口朴郎・浜林正夫編『進歩と革命の思想〈西洋編 下〉』 1972, 新日本

出版社

大井 正『マルクスとヘーゲル学派』 1975, 福村出版

レーヴィット（麻生建訳）『ヘーゲルとヘーゲル左派』 1975, 未来社

キッパー（西村克彦訳）『近代刑法学の父フォイエルバッハ伝』 1979, 良書普及会

宇都宮芳明『人間の間と倫理』 1980, 以文社

入江重吉・亀山純生・牧野広義『理性・感性・自由 近代哲学と倫理思想』 1982, 三

和書房
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山之内 靖『現代世界の歴史的位相』 1982, 日本評論社

石塚正英『年表・三月革命人 急進派の思想と行動』 1983, 秀文社

フック（小野八十吉訳）『ヘーゲルからマルクスへ』 1983, 御茶の水書房

大井 正『ヘーゲル学派とキリスト教』 1985, 未来社

寺田光雄『内面形成の思想史 マルクスの思想性』 1986, 未来社

山之内 靖『社会科学の現在』 1986, 未来社

良知 力・廣松 渉 , 編『ヘーゲル左派論叢第１巻 ドイツ・イデオロギー内部論争』

1986, 御茶の水書房

徳本正彦『政治学原理序説 全体的認識へむけて』 1987, 九州大学出版会

良知 力『ヘーゲル左派と初期マルクス』 1987, 岩波書店

村上隆夫『政治的な学としての倫理学』 1988, 未来社

服部健二『歴史における自然の論理 フォイエルバッハ・マルクス・梯明秀を中心に』

1990, 新泉社

本多修郎『魔術的人間像の系譜』 1990, 以文社

村井久二『比較マルクス研究試論 弁証法的方法の問題』 1990, 日本評論社

石塚正英『フェティシズムの思想圏』 1991, 世界書院

津田雅夫『マルクスの宗教批判』 1993, 柏書房

山口祐弘『意識と無限 ヘーゲルの対決者たち』 1994, 近代文芸社

田畑 稔「シュタルケとエンゲルスの「フォイエルバッハ論」」 1995, 杉原他編『エン

ゲルスと現代』御茶の水書房

川本 隆「ブルックベルクとフォイエルバッハ」 1996, 石塚・柴田・的場・村上編『都

市と思想家』Ⅱ , 法政大学出版局

柴田隆行「フォイエルバッハの哲学史著作の意義」 1997, 柴田隆行『哲学史成立の現

場』弘文堂

アルチュセール (市田良彦他訳 )『哲学・政治著作集 2』 1999, 藤原書店

寺園喜基『途上のキリスト論 「バルト=ボンヘッファー」の今日的意味』 1999, 新教

出版社

バルト (井上良雄・小川圭治・吉永正義訳 )『カール・バルト著作集 4 神学史論文集』

1999, 新教出版社

石塚正英『歴史知とフェティシズム』 2000, 理想社

藤山嘉夫『諸個人の生と近代批判の思想』 2000, 学文社

村井久二『コントとマルクス 「コント=マルクス型発展モデル」の意義と限界』 2001,

日本評論社

深井智朗『超越と認識 20 世紀神学史における神認識の問題』 2004, 創文社

山之内靖『再魔術化する世界 総力戦・ "帝国"・グローバリゼーション』 2004, 御茶

の水書房

山之内靖『受苦者のまなざし 初期マルクス再興』 2004, 青土社

仲島陽一『共感の思想史』 2006, 創風社 〔第 11 章 フォイエルバッハ――共感の神

学と人間学〕

服部健二「フォイエルバッハ」 2007, 須藤訓任編『哲学の歴史９ 反哲学と世紀末』
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中央公論新社

滝口清栄『マックス・シュティルナーとヘーゲル左派』 2009, 理想社

服部健二『四人のカールとフォイエルバッハ レーヴィットから京都学派とその「左派」

の人間学へ』 2015.9、こぶし書房

服部健二『レーヴィットから京都学派とその「左派」の人間学へ 交渉的人間観の系譜』

2016.2、こぶし書房

石塚正英『マルクスの「フェティシズム・ノート」を読む――偉大なる人間の発見』

2018.10、社会評論社

石塚正英『ヘーゲル左派という時代思潮 A・ルーゲ／ L・フォイエルバッハ／ M・シ

ュティルナー』 2019.5、社会評論社

Ｂ（３）フォイエルバッハに関する研究論文

久松定弘「霊魂実有の説に付て」 1893, 哲学雑誌 8(81), p1525-1537

瀧川幸辰「カント哲学の学徒としてのフォイエルバッハ」 1920 年 , 法学論叢 4(3)

マルクス（水谷長三郎訳）「フォイエルバッハ論」 1922, 我等 4(6)

平井 新「マルクス社会学説の起源並に之に対するヘーゲル , フォイエルバッハ , シュ

タイン及びプルードンの影響」 1925, 三田学会雑誌 19(3)

マルクス（河上肇訳）「フォイエルバッハに関するテーゼ」 1926, 社会問題研究 71

マルクス・エンゲルス（櫛田民蔵・森戸辰男訳）「独逸的観念形態第一編フォイエルバッ

ハ論」 1926, 我等 8(5-6)

「フォイエルバッハの哲学的の形式過程」 1929.10, 新興科学の旗のもとに 10 月号

大宮勇「『フォイエルバッハ論』に於けるヘーゲル」 1930, ヘーゲル及弁証法研究 13

佐藤賢順「フォイエルバッハの宗教論」 1930.11, 理想 20, p110-119
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川本隆「ヘーゲルの思弁と初期フォイエルバッハの汎神論 (pp.64-75

滝口清栄「シンポジウム総括」pp.76-79

川本隆「超越から内在へ――若きフォイエルバッハは神をどのように解読したか」

2016.4、『哲学』67（日本哲学会）pp.186-200

柴田隆行「フォイエルバッハの実践 (6)幸福を求めて」2016.5、『季報唯物論研究』135、

pp.130-139

服部健二「『自然の自己意識』としての人間」2016.8、『季報唯物論研究』136、pp.94-104

青柳雅文「書評服部健二著『四人のカールとフォイエルバッハ』『レーヴィットから京都

学派とその「左派」の人間学へ』」、2017、『立命館哲学』28、pp.109-116

川本隆「初期フォイエルバッハのルター論―― 宗教的人間の「発生的‐ 批判的」解釈

に寄せて」2018.2、『桜文論叢』96、pp.521-542

藤澤秀紀「フォイエルバッハにとって神とは」2018.11.、東京唯物論研究会編『燈をと

もせ』27、pp.19-22

柴田隆行「フォイエルバッハから学んだマルクス、フォイエルバッハから学ばないマル

クス研究者」2018.11、『季報唯物論研究』145、pp.95-102

滝口清栄「現実性の水脈あるいは思想空間の変容――シェリング、フォイエルバッハ、

シュティルナー」2019.3 、『理想』702、pp.2-13

石塚正英「汎神論から他我論への展開――中後期フォイエルバッハ」2019.3、『理想』702、

pp.49-62

河上睦子「『食の哲学』入門：フォイエルバッハを参考に『食と宗教』について考える」、

2019.8、大阪哲学学校編『生きる場からの哲学入門』新泉社、pp.125-146

川本隆「フォイエルバッハのルター論――初期から中期へ、その思想的転回の意味――」
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2019.9、『桜文論叢』第 100 巻、pp.123-147

合評会：川本隆著『初期フォイエルバッハの理性と神秘』（2017 年）、日本ヘーゲル学

会編『ヘーゲル哲学研究』第 25 号、2019.12、pp.112-124（評者：飯泉佑介・鈴木亮三・片

山善博）

服部健二「『私は私の事柄を無の上にすえた』（シュティルナー）、2020.02、『季報唯物

論研究』第 150 号、pp.146-157

石塚正英「人 (one-self)と自然 (another-self)の be 動詞連合」2020.03、『頸城野郷土資料室学

術研究部研究紀要』Vol5/No3、pp.1-13

川本隆「宗教における『他者』――西谷啓治のフォイエルバッハ批判の問題性」2020.03、

『東洋大学大学院紀要』第 56 号、pp.95-108

河上睦子「書評：柴田隆行『連帯するエゴイズム』」、2020.04、『週刊読書人』2020 年 4

月 17 日号

服部健二「フォイエルバッハの弟宛て書簡について――シュティルナーとの論争につい

ての混乱」、2020.05、『季報唯物論研究』第 151 号、pp.102-112

石塚正英「書評：柴田隆行『連帯するエゴイズム』 エゴ（利己主義）とはちがう、他

の自我（もう一つの私）を通して初めて自らを実現しうるエゴ（私） フォイエルバッハ

の会の創立三〇周年をへて、新たなスタートとなる研究」2020 年 6 月 27 日、『図書新聞』3453

号

川本隆「書評：柴田隆行『連帯するエゴイズム』、石塚正英『フォイエルバッハの社会哲

学』」、2020.08、『季報唯物論研究』第 152 号、pp.148-156

服部健二「類概念と対象的存在の論理――シュティルナー・フォイエルバッハ論争の考

察」、2021.02、『季報唯物論研究』第 154 号、pp.102-112

川本隆「疎外論の陥穽――フォイエルバッハの宗教批判によせて」、2021.08、『季報唯

物論研究』第 156 号、pp.46-49

（４）フォイエルバッハの会機関誌『フォイエルバッハの会通信』第 63 号以降の記事よ

り抄録

第 63 号（2007 年６月 10 日）

紙上インタヴュー１ 川本隆さん――論文「神秘主義と質料志向――若きフォイエル

バッハのヘーゲル主義とその離反」について

フォイエルバッハ研究情報１ ウルズラ・ライテマイアー『永続する変革 青年ヘー

ゲル主義からフランクフルト学派までの近代理論』

第 64 号（2007 年９月 25 日）

紙上インタヴュー２ 片山善博さん――新著『差異と承認―共生理念の構築を目指し

て―』について

フォイエルバッハ研究情報２ ジュディート・ジーファーディング『連帯性と感受性

ルートヴィヒ・フォイエルバッハとリチャード・ローティを範とする対話的倫理の素

描』

第 65 号（2007 年 12 月 15 日）
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紙上インタヴュー３ 辻康彦さん――論稿『富と自由』について

第 66 号（2008 年４月４日）

国際フォイエルバッハ学会・ヴェストフェーリッシェ＝ヴィルヘルム大学・ナポリ哲

学研究イタリア研究所共催『フォイエルバッハとユダヤ主義 国際フォイエルバッハ学

会シンポジウム』報告（上）

第 67 号（2008 年６月 18 日）

紙上インタヴュー４ 富村圭さん――国際学会研究発表「三月前期のユダヤ人解放か

ら見た、フォイエルバッハの人間像」について

国際フォイエルバッハ学会シンポジウム『フォイエルバッハとユダヤ主義』報告（中）

第 68 号（2008 年９月 26 日）

紙上インタヴュー５ 柴田隆行さん――国際学会研究発表「フォイエルバッハと若き

ヘーゲルにおけるユダヤ教およびキリスト教の批判――人間的エゴイズムの意義」につ

いて

国際フォイエルバッハ学会シンポジウム『フォイエルバッハとユダヤ主義』報告（下）

第 69 号（2008 年 12 月 22 日）

紙上インタヴュー６ 石川實さん――明治期日本におけるフォイエルバッハ研究につ

いて

神田順司「再訪：マルクスとユダヤ人問題 (Noch einmal: Karl Marx und die Judenfrage)」

要旨（「国際フォイエルバッハ学会シンポジウム「フォイエルバッハとユダヤ主義」

(2008.3.27-30, Münster) ）

第 70 号（2009 年４月１日）

紙上インタヴュー７ 河上睦子さん――新著『宗教批判と身体論――フォイエルバッ

ハ中・後期思想の研究』について

石塚正英「ド・ブロス（杉本隆司訳）『フェティシュ諸神の崇拝』（法政大学出版局、

2008 年）合評会で話したこと、話題になったこと」

第 71 号（2009 年６月 25 日）

【復刻】暉峻凌三「村里のフォイエルバッハ」（『唯物論』第５号、汐文社、1975 年 11

月、pp. 88-90）

第 72 号（2009 年９月 10 日）

紙上インタヴュー８ 黒沢惟昭さん――疎外論をめぐって

第 73 号（2009 年 12 月 31 日）

新刊紹介 国際フォイエルバッハ学会叢書第４巻『フォイエルバッハとユダヤ教』

第 78 号（2011 年４月 25 日）

菅野孝彦「フォイエルバッハとニーチェ――内的世界の冒険者たち」

第 79 号 (2011 年６月 27 日）

川本 隆「研究ノート 『理性論』Ⅱ章 §11 の対訳」

第 81 号（2011 年 12 月５日）

紙上インタビュー９ 津田雅夫さん――新書『「もの」の思想――その思想史的考察』

をめぐって

第 82 号（2012 年３月８日）
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亀山純生「共編著『〈農〉と共生の思想――〈農〉の復権の哲学的探求』――紙上イ

ンタビュー」

石塚正英「自然災害と信仰をフォイエルバッハはどう関連付けたか」

第 83 号（2012 年６月 10 日）

ヴェルナー・シュッフェンハウアー氏追悼特集（１．シュッフェンハウアー氏の学位

論文概要。２．『フォイエルバッハと若きマルクス』について。３．同上改訂第二版に

ついて。４．フォイエルバッハ全集編集。５．ヨアヒム・カール「シュッフェンハウア

ー氏追悼の辞」）

第 84 号（2012 年 9 月 30 日）

片山善博「私にとってのフォイエルバッハ――その哲学にふれて」

アルフレート・シュミット (Alfred Schmidt)氏逝去（１．『フランクフルト一般新聞

(Frankfurter Allgemeine Zeitung)』の追悼記事、２．『ナッサウ新報 (Naussauische Neue Presse)』

の追悼記事）

第 85 号（2012 年 12 月 31 日）

新刊紹介：国際フォイエルバッハ学会叢書第 5 巻「政治的フォイエルバッハ」

石塚正英「【読書ノートの時代】フォイエルバッハ」

第 86 号（2013 年 3 月 20 日）

国際フォイエルバッハ学会共同発起人・元会長ハンス‐ユルク・ブラウン氏逝去（

１．ハンス‐イュルク・ブラウン著、桑山政道訳『フォイエルバッハの人間論』（新地

書房、1984 年）より転載。（１）「日本語版への序言」（1983 年 3 月付）。（２）桑山政

道氏「訳者あとがき」（1984 年 6 月付）より一部転載。２．ハンス‐イュルク・ブラ

ウン著、桑山政道訳『フォイエルバッハの宗教哲学――宗教的なものの批判と容認』（新

地書房、1988 年）「訳者あとがき」より一部転載。３．ブラウン「宗教批判の観点か

ら見た彼岸表象――ルートヴィヒ・フォイエルバッハの現代性」の要旨。４．ブラウン

氏著作目録）

【復刻】宗教の本質に関する講演（舩山信一著作集第４巻『人間学的唯物論』こぶし

書房 1998 年・月報所収）

第 87 号（2013 年 6 月 20 日）

【復刻】ルートヴィヒ･フォイエルバッハ著、猪木正道訳『死と不死について』鬼怒

書房 1948 年

第 88 号（2013 年 9 月 25 日）

【復刻】フォイエルバッハ著『宗教の本質』奧一雄訳の訳者序文

グスタフ・マイヤー著「フリードリヒ・エンゲルス伝――政治的発端――」暉峻凌三

訳、訳者後書 1979 年、私家版

石塚正英「ルートヴィヒ・フォイエルバッハ 神々の唯物論」

第 89 号（2013 年 12 月 20 日）

川本隆「やなせたかしとフォイエルバッハ」

【復刻】 三木清「フォイエルバッハ」 『世界文藝大辞典』中央公論社、1935 年

（『三木清著作集』第 12 巻、岩波書店、1967 年、所収）

第 90 号（2014 年 3 月 31 日）
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池田成一「フォイエルバッハと疎外論の復権をめざして」

柴田隆行「エッセー：マルクス研究におけるフォイエルバッハの扱い、いまも変わらず」

【復刻】信太正三「フォイエルバッハ」、松浪信三郎・飯島宗享編『実存主義辞典』

東京堂出版、1964 年

【文献情報】アンドレアス・アルント『直接態』2013 年

第 91 号（2014 年 6 月 30 日）

川本隆「報告。日本ヘーゲル学会第 19 回大会シンポジウム「フォイエルバッハとヘ

ーゲル――宗教をめぐる対話」を終えて」

【復刻】宮本武之助「フォイエルバッハの宗教論について」〔結論部分のみ抜粋〕）（『基

督教文化』№21、新教出版社、1948 年）

第 92 号（2014 年 9 月 30 日）

【復刻】フリードリヒ・ヨードル著、暉峻凌三訳「フォイエルバッハの生涯」（『ルー

トヴィヒ・フォイエルバッハ』付録 Friedrich Jodl, Ludwig Feuerbach. 2.verbesserte Auflage.

Stuttgart 1921。訳文は 1993 年 12 月柴田隆行編集・発行）

第 93 号（2014 年 12 月 24 日）

【復刻】出 隆「哲学はないか――わたくしの彷徨」『變革の哲學へ』（彰考書院 1949

年）所収

【復刻】アンリ・ルフェーヴル「疎外の概念」（『思想』№526、1968 年 4 月）の抄録

第 94 号（2015 年 3 月 25 日）

津田雅夫「疎外論再考――モノと疎外」

川本 隆「『疎外論再考』研究交流会を終えて」

第 96 号（2015 年 9 月 25 日）

川本 隆「学位論文審査を終えて」〔「理性の神秘と自然の先在――初期フォイエルバ

ッハの思弁的アプローチに関する一考察」〕

第 97 号（2015 年 12 月 21 日）

石塚正英「後期フォイエルバッハの物神 (Götze)評価―前期フォイエルバッハの汎神

論的自然観との関係」

第 98 号（2016 年 3 月 15 日）

国際フォイエルバッハ学会共催 2016 年秋の研究集会案内

川本隆「【研究ノート】Wesen の邦訳に関する一考察」

第 99 号（2016 年 6 月 10 日）

紙上インタビュー 11： 服部健二氏。四人のカールとフォイエルバッハ。レーヴィ

ットから京都学派とその「左派」の人間学へ。交渉的人間観の系譜

【復刻】暉峻凌三『哲学Ⅰ・Ⅱ』協同組合短期大学通信教育部教科書、1966 年、「フ

ォイエルバッハ」の項目

第 100 号（2016 年 9 月 26 日）

国際フォイエルバッハ学会研究大会「将来の哲学と教育学。フォイエルバッハ兄弟ル

ートヴィヒとフリードリヒの対話」プログラム

【翻訳】フリードリヒ・フォイエルバッハ『将来の宗教』（柴田隆行訳）

第 101 号（2016 年 12 月 30 日）
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国際フォイエルバッハ学会ニュース

【翻訳】フリードリヒ・フォイエルバッハ『将来の宗教』続き（ 柴田隆行訳）

第 102 号（2017 年 3 月 29 日）

【翻訳】フリードリヒ・フォイエルバッハ『私の宗教生活の思い出』（ 柴田隆行訳）

第 103 号（2017 年 6 月 28 日）

【復刻】“ 切り捨てられたものの復権 ” の真の意味を問う：寺田光雄著『内面形成

の思想史─ ─マルクスの思想性──』（ 未来社刊、1986.10） 紹介

小林荘介「『食べること』をめぐる冒険―『食べること』の哲学風エッセイ―（1）

第 104 号（2017 年 9 月 27 日）

国際フォイエルバッハ学会幹事会議事録（2016 年 11 月 21 日）

【翻訳】ウルズラ・ライテマイアー「誤認された思想家から現代的思想家へ。ドイツ

語圏における 1965 年から 2015 年までのルートヴィヒ・フォイエルバッハ哲学の受容」

（1）（柴田隆行訳）

小林荘介「『食べること』をめぐる冒険―『食べること』の哲学風エッセイ―（2）

第 105 号（2017 年 12 月 20 日）

石塚正英「換我心為你心（私の心をあなたの心と取り替えれば）」

【翻訳】ウルズラ・ライテマイアー「誤認された思想家から現代的思想家へ。ドイツ

語圏における 1965 年から 2015 年までのルートヴィヒ・フォイエルバッハ哲学の受容」

（2）（柴田隆行訳）

第 106 号（2018 年 3 月 25 日）

河上睦子「フォイエルバッハの「食の哲学」の近年の研究について」

【翻訳】ウルズラ・ライテマイアー「誤認された思想家から現代的思想家へ。ドイツ

語圏における 1965 年から 2015 年までのルートヴィヒ・フォイエルバッハ哲学の受容」

（3）（柴田隆行訳）

新編集本刊行の案内（ 企画案）

第 107 号（2018 年 6 月 15 日）

河上睦子「フォイエルバッハの『食の哲学』考――『供犠の秘密』を中心に」

小林荘介「『食べること』をめぐる冒険―『食べること』の哲学風エッセイ―（3）

【翻訳】ウルズラ・ライテマイアー「誤認された思想家から現代的思想家へ。ドイツ

語圏における 1965 年から 2015 年までのルートヴィヒ・フォイエルバッハ哲学の受容」

（4）（柴田隆行訳）

第 108 号（2018 年 9 月 20 日）

石塚正英「マックス・シュティルナーのヘーゲル左派批判（上）

【翻訳】ウルズラ・ライテマイアー「誤認された思想家から現代的思想家へ。ドイツ

語圏における 1965 年から 2015 年までのルートヴィヒ・フォイエルバッハ哲学の受容」

（5）（柴田隆行訳）

第 109 号（2018 年 12 月 15 日）

河上睦子「フォイエルバッハ研究の立ち位置について―私のフォイエルバッハ研究を

振り返る―」

石塚正英「マックス・シュティルナーのヘーゲル左派批判（下）」
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第 110 号（2019 年 3 月 25 日）

【報告】川本隆：研究交流会「フォイエルバッハの全体像を求めて――改めて問う、

そのアクチュアリティー」（2018 年 11 月 24 日開催）

石塚正英「カントの Person と Sache とフェティシズム」

第 111 号（2019 年 6 月 26 日）

柴田隆行「井上円了とフォイエルバッハ（上）」

川本隆「『キリスト教の本質』から―― 3 つの版の異同にかんする若干の考察」

第 112 号（2019 年 9 月 25 日）

柴田隆行「井上円了とフォイエルバッハ（下）」

石塚正英「ツイアビさんとフォイエルバッハ」

第 113 号（2019 年 12 月 20 日）

石塚正英「フォイエルバッハは第二のルターあるいはルターの転倒者」

石塚正英「“ 人間のなかの神 ” を考える―出隆と大井正と―」

訃報：桑山政道氏（本会創立者）追悼文

第 114 号（2020 年 3 月 19 日）

石塚正英「多自然主義と他我相関学」

川本隆「石塚正英さんと私をつなぐフォイエルバッハ」

第 115 号（2020 年 6 月 20 日）

石塚正英「キリスト教徒は神への呼びかけに "thou"（英語）、"Du"（独語）、"tu"（仏語、

伊語）を使う」

川本隆「『神』にむかって『あなた』と呼び掛けるアウグスティヌス」

第 116 号（2020 年 9 月 20 日）

石塚正英編「資料紹介：澤野徹編著「Ｌ．フォイエルバッハの遺稿『日本の宗教』」

フォイエルバッハの会事務局「フォイエルバッハの会の歩み（1989-2020）」

第 117 号（2020 年 12 月 20 日）

柴田隆行「『連帯するエゴイズム』に対する諸氏からの感想や書評とそれへの著者によ

るコメント」

石塚正英「書評：柴田隆行著『連帯するエゴイズム』」

「歴史知研究会・フォイエルバッハの会共催「リモート講座（2020 年 9 月 26 日）石

塚正英「フォイエルバッハの遺稿『日本の宗教』――石牟礼道子『苦界浄土』との接点」

参加者（一部）感想文」

第 118 号（2021 年 3 月 20 日）

川本隆「【抄訳】フォイエルバッハ『キリスト教の本質』シュッフェンハウアー版編者

「まえがき」」

石塚正英「」Umwelt(環境世界 )と Hinterwelt(内奥世界 )」

第 119 号（2021 年 6 月 20 日）

石塚正英「アラヤ識と出隆とフォイエルバッハ」

石塚正英「人間中心主義と〔もう一つのエゴイズム〕」

石塚正英「中期フォイエルバッハと初期マルクスの分岐点 — フェティシズム理解の

相違」


